
３学期 始業式 式辞 

 

みなさんあけましておめでとうございます。令和７年、西暦 2025年、アジアの漢字文

化圏に伝わる干支は（ミ年：ヘビ年）です。ミ年は挑戦や変化に前向きになれる年とされ

ています。みなさんにとって、飛躍の年が始まります。新年という凛とした空気観の基、

意欲を充実させ個々に志を立て、自己実現と豊かな未来創造のため行動を開始して下さ

い。【やりたいことが判らない】と言う人もいるとは思いますが、判らないからこそ幅広

く学んで下さい。学び続け、やりたいことの選択肢を増やして下さい。みなさんの可能性

は無限大です。 

本日は「学び」についてお伝えします。 

義務教育段階では周囲に支えられての生活場面が多くあったように思います。しかし 

みなさんは高校生ですので、家族や周囲を支える人への成長を期待しています。ただし 

周囲を支えるためには、「生きる力」がとても重要です。 

生きる力とは、確かな学力、豊かな人間性、健康・体力、のバランスがとれた力です。 

それを育むため、①自分に関すること、②他者との関係、③自然環境との関係④社会と

の関係が重要な要素となります。「生きる力」を高めるために、教科指導、HR活動、学校

行事、部活動等、本校での学びがあります。深く学び、私の幸せだけではなく、私達の幸

せを実現できる力を育んでいただきたいと思います。私もみなさんと共に学び続け「生き

る力」を高め、ウエル・ビーイングな環境づくりをまず自分自信が率先して体現したいと

思います。 

ここで、私の心に刻まれているフレーズをお届けします。フランスのある詩人のフレー

ズです。〈教えるとは希望を語ること 学ぶとは誠実を心に刻むこと〉。〈教えるとは希望

を語ること 学ぶとは誠実を心に刻むこと〉。解説はしません。みなさん自信で解釈して

下さい。 

 以上、現在・未来を豊かに生き抜くため、学ぶことが重要であることをお伝えし、新年

始まりの式辞とします。 
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